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1) 企画・運営のプロセス  
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第 13 回（7/10）  学生に課題を提示  
































第 15 回（7/24）活動案についてグループで話し合い  
	 学生は 1 月の発表会（キッズシアター）での全８グループに分かれ、それぞ
れのグループで下記の項目について話し合った。  
	























夏休み 三役選挙（8/2）・チラシ作成  
キッズランドおよびキッズシアターの企画・準備・運営を統括するリーダー
である「二役」を決めるため、学生間で選挙を行った。7 月 31 日に告示され、











(2) 保育内容演習Ⅱ  
 
図 2 子ども向け活動案の記録例  
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第 2 週（10/9〜）直前準備  









(1) 日時・場所  
・  10 月 13 日（土）10 時〜12 時／13
時〜15 時  
於：2 号館 2 階多目的ホール  
・  10 月 14 日（日）10 時〜12 時	  
於：2 号館 2 階多目的ホール  
(2) 活動概要：あそびブース  
























(3) 活動概要：ものつくりブース  



















図 4 動物ぱくぱくゲーム  
 
図 5 コロコロボウリング  
 
図 6 巨大迷路  
 
図 7 海賊宝探し魚釣り  
 







































図９ 段ボール写真立て  
 
図 10 楽器・ぶんぶんごま作り  
 






1) 子ども理解  











































































	 平成 30 年度以降の短期大学部保育学科の保育者養成カリキュラムの中で、
学生が主体的に学ぶ授業は「児童文化（ほいくまつり）」が削られたため各種
実習と卒業研究のみとなった。学生が受け身で保育に関する知識を理解するだ
けでは保育者として通用する力は身に付かない。学生が主体となって考え、失
敗を繰り返しながら形にし、長期的な見通しを持って計画し行動する模擬保育
的な授業実践教育が求められる。今回のキッズランドにおける学生の振り返り
からは、まさに学生がそのような力を身につける第一歩を踏み出したことを自
らが実感していることが読み取れた。それはすなわち、主体的に行動できる保
育者として成長するための基盤を確かにした学びが生まれていることの現れ
であるといえよう。  
 
【注】 
1）  教育システムを開発するプロセスのことを指す。その基本的な構成要素は
分析（analyze）・設計（design）・開発（develop）・実施（implement）・評
価（evaluate）であり、そこでは「包括的な設計（design）」が行われる。
それぞれの頭文字をとり「ADDIE モデル」とされるモデルが基本的かつ代
表的なモデルとされる。（ガニェ他、2007 年）	
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